
- 1 -

資料１ 平成28年11月定例会（事前）

防災対策特別委員会資料

危機管理部

鳥取県中部地震に関する徳島県の支援状況について（11月23日時点）

１ 人的支援
（１）県による支援
①連絡調整要員（リエゾン） ５陣・１０名
・鳥取県庁等において連絡調整業務に従事

第1陣（10/21～10/23）3名 第2陣（10/23～10/28）2名

第3陣（10/26～10/29）1名 第4陣（10/28～11/ 1）3名

第5陣（11/ 1～11/ 3）1名

②消防防災航空隊（支援ヘリ１機） ３名（10/21～10/23）
・鳥取航空隊の指揮下で業務に従事

③徳島県緊急災害対策派遣チーム（ＴＥＣ-徳島） ３陣・２５名
・湯梨浜町等において、危険度判定業務（建築物・宅地）に従事

第1陣（10/22～10/27） 4名（建築物2名,宅地2名）

第2陣（10/23～10/27）11名（統轄1名,建築物4名,宅地6名）

第3陣（10/26～10/30）10名（建築物4名,宅地6名）

④住家被害認定調査班 ７陣・３９名
・北栄町・湯梨浜町等において、被害認定調査業務等に従事

第1陣（10/23～10/27）6名 第2陣（10/27～10/31）7名

第3陣（10/31～11/ 4）7名 第4陣（11/ 4～11/ 8）7名

第5陣（11/ 8～11/12）4名 第6陣（11/12～11/16）4名

第7陣（11/15～11/18）4名

※県職員：第1陣・第5陣～第7陣 2名，第2陣～第4陣 1名

⑤避難所運営支援班 １班・４名（10/31～11/3）
・倉吉市役所において、罹災証明書発行にかかる資料準備業務に従事

⑥保健師チーム ２班・６名
・湯梨浜町において、高齢者世帯等の巡回訪問に従事

第1班（10/23～10/27）3名 第2班（10/26～10/29） 3名

⑦新鮮なっ！とくしま号 ５名（10/29～10/30）
・倉吉市において炊き出し業務に従事

⑧徳島県文化財マイスター ２陣・９名
・倉吉市において文化財建造物の被害状況調査に従事

第1陣（11/12～11/13）5名 第2陣（11/19～11/20）4名

※県職員：各1名
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（２）その他 人的支援
①市町村による支援
・徳島市 ２名 湯梨浜町・倉敷市にて応急給水（10/22～24)

・吉野川市 ３名 倉吉市に物資支援（土のう・アルファ化米等 10/23

５名 倉吉市に職員派遣（住家被害認定4名・災対本部1名 10/25～10/27)

・町村会 三朝町・湯梨浜町において被害認定調査業務等に従事
三朝町 第1陣（11/ 7～11/11）5名

湯梨浜町 第1陣（11/ 8～11/12）3名 第2陣（11/12～11/16）3名

第3陣（11/16～11/20) 3名 第4陣（11/20～11/24) 3名

②社会福祉協議会による支援 ３陣・１０名
・倉吉市において災害ボランティアセンター運営支援

第1陣（10/26～10/31）4名 第2陣（10/31～11/ 6）4名

第3陣（11/ 5～11/14）2名

１１月２３日までの派遣職員数 １３８名

２ 物的支援
（１）県による支援

・10/22 ブルーシート（約600枚）、土のう袋（約5,000袋）等
・10/25 ブルーシート固定用PPロープ965巻（10/26着）
・10/29 学校給食用食材（10/30着）

（県産ニンジンジュース1,500本、阿波尾鶏入りレトルトカレー680食）

・10/29～30 新鮮なっ！とくしま号
炊き出し支援（そば米雑炊・なると金時入りぜんざい）

（２）市町村による支援
・徳島市 湯梨浜町・倉敷市において応急給水（10/22～24）

・吉野川市 倉吉市に物資支援（土のう・アルファ化米等・10/23）

３ その他支援
鳥取県へ災害見舞金（３０万円）を贈呈（10/29）



 

日本列島を揺らした鳥取県中部地震   

発生日時  平成２８年１０月２１日 １４時０７分 

震源地    鳥取県中部 

震源の深さ １１km（暫定値） 

マグニチュード ６．６（暫定値）  

※瞬間的な揺れの強さを示す加速度は１,４９４ガル。 
  熊本地震の１，３６２ガルよりも大きく、 
  阪神･淡路大震災の８１８ガルよりはるかに大きな地震。 

最大震度 震度６弱 倉吉市、湯梨浜町、北栄町 

          <震度５強> 鳥取市、三朝町 
          <震度５弱> 琴浦町、日吉津村  

地震の状況 

人的被害 重傷４人、軽傷１７人 ※死者ゼロ 
避難者数 ３３人（ピーク時：２，９８７人） 

避難所数 ８箇所（ピーク時：６９箇所）  ※火災ゼロ 

住家被害 全壊１５棟、半壊１０１棟、一部損壊１２，９０１棟 
          ※ り災証明の受付状況 １３，６０１件（調査済数９，９０４件）(11/15時点) 

公共土木施設被害 １３２箇所（道路・河川・下水道など） 

農業用施設被害 １４７箇所（農道・林道など） 

農作物被害 晩生なし（王秋・あたご）の落果等（被害額：約６，４００万円） 

宿泊予約キャンセル数 ２３，７３７人泊（11/1時点） 

被害の状況 H28.11.16 12:00現在 

【崩壊した家屋（北栄町）】 

鳥取県作成資料 
11月17日開催 

関西広域連合委員会 
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平成２８年 
鳥取県中部地震 

14：07地震発生 

 

ボランティア 
センター開設 

発生当日(10/21) ２日目(10/22) ３日目(10/23) ４日目(10/24) 

※以降、熊本県、 
  島根県、岡山県 
  からも到着 

 

関西広域連合 
・徳島県から 
リエゾンが到着 

 

県から被災市町に 
「災害時緊急支援チーム」 
を派遣 

県から被災地に 
専門職(土木・建築・農業
土木) 
を派遣 

 

小･中･特別支援学校全校で通常
どおり 授業実施 

＜H12鳥取県西部地震時＞ 
 11日目で全校再開 

 

り災証明受付開始 

＜H12鳥取県西部地震時＞ 
 11日目で受付開始 

徳島県から 
住家認定調査チームの派遣 
10/23～ 延べ39名 
保健師チームの派遣  
10/23～29 延べ6名 

※以降、他県からも 
  派遣 

他市町村から 
被災市町村へ 
職員派遣 

県・市町村・他府県・民間の垣根を超えた 
連携と支援の輪で、平成12年鳥取県西部地震時を上回るスピードで復興が進んでいま
す。 

震災からの復興に向けた動き 

 

５日目(10/25) 

補正予算 
編成 

 

９日目（10/29） 
被災建築物応急危険度判定も終了 
徳島県が炊き出し支援を実施 10/29～10/30 

＜H12鳥取県西部地震時＞ 
  15日目に終了 

16日目（11/5） 
被災者の方の公営住宅への入居開始 

＜H12鳥取県西部地震時＞ 
  21日目に入居開始(仮設住宅) 

６日目(10/26) ７日目(10/27) ８日目(10/28) 

関西広域連合
から 
家屋被害認定
支援職員の派
遣（10/28～
11/16、延べ82
班96名） 

 

関西広域連合 
から 
医療チームの
派遣 
ブルーシート
1,000枚を発送 

関西広域連合 
から 
ＥＡＲＴＨの派遣10/24
～28、延べ36名 

関西広域連合 
ブルーシート
1,000枚を発送 

国への要望
活動 

 

徳島県から 
応急危険度判定（建物、 
宅地」の派遣 
10/22～30、延べ25名 

1８日目（11/7） 
関西広域連合から家屋被害認定コーディネーターの派
遣 11/7～17 2名 

鳥取県作成資料 
11月17日開催 

関西広域連合委員会 

４ 


